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新年のごあいさつ

岡田 恒博
北海道農業共済組合

組合長理事

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
位
に

は
、
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
共
済
組
合
の
事
業

運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
は
辰
年
で
す
。
辰
年
は
活
気
づ

く
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

成
長
を
さ
ら
に
形
作
っ
て
い
く
年
で
も
あ
る
の

で
、
努
力
が
実
り
や
す
い
年
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
北
海
道
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

燃
油
や
肥
料
な
ど
の
価
格
が
高
騰
し
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
努
力
が
実
り
、
北
海
道
農
業
が
さ
ら

な
る
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
昨
年
の
北
海
道
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、
記
録
的
な

組
合
長
理
事

岡
田　

恒
博

副
組
合
長
理
事

伊
藤　

榮
一

統
括
理
事

橋
本　

清
一

関
東　

弘
樹

木
村　

博
文

星　
　

敏
夫

越
智　
　

孝

理
事岡
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友
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治

山
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忠
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史

古
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昇

杉
村　

賢
一

市
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敏
行

松
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幸
博

小
野
加
津
也

上
田　

倫
章

大
下　

秀
樹

小
笠
原　

徹

猛
暑
の
年
に
な
り
農
畜
産
物
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
８
月
か
ら
９
月
の
高
温

と
８
月
の
大
雨
の
影
響
も
あ
り
、
農
畑
作
物

全
般
に
高
温
障
害
や
病
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
水
稲
は
作
況
指
数
が
1
0
4

と
な
り
収
穫
量
は
平
年
並
み
で
す
が
、
品
質

の
低
下
に
よ
り
等
級
低
下
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
酪
農
畜
産
に
お
い
て
は
、
死
廃
事
故
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
記
録
的
な
猛
暑

に
よ
る
影
響
が
甚
大
で
、
熱
射
病
の
発
生
は
過

去
に
例
を
見
な
い
頭
数
に
ま
で
増
加
し
、
乳
用

牛
で
は
令
和
４
年
の
10
倍
に
も
及
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
近
年
は
予
期
せ
ぬ
大
規
模
な
自
然
災
害
が

各
地
で
頻
発
し
て
お
り
、
農
業
者
の
経
営
努

力
だ
け
で
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
リ
ス
ク
へ

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
共
済
制
度

は
昭
和
22
年
の
発
足
以
来
、
国
の
重
要
な
災

害
対
策
の
柱
と
し
て
そ
の
機
能
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
販
売

収
入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険
制
度

は
、
す
べ
て
の
農
産
物
が
保
険
の
対
象
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
る
な
ど
、
保

険
の
特
徴
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
加
入
者
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
は
農
業
者
の
経
営
安
定
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
３
年
目
を
迎
え
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北

海
道
は
、
財
務
基
盤
の
強
化
に
よ
る
十
分
な

共
済
金
支
払
い
の
対
応
は
も
と
よ
り
、一
層
の

効
率
化
を
進
め
運
営
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
と

と
も
に
、
農
業
共
済
綱
領
が
掲
げ
る
『
い
つ
も

農
家
の
こ
と
を
考
え
て
働
こ
う
』
を
第
一
に
組

合
員
と
の
接
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
北
海

道
農
業
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
６
年
の
北
海
道
農
業
が
豊

穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
、
組
合
員
並
び
に
ご
家

族
の
皆
さ
ま
と
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
海
道
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
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。
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迎
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上
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だ
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。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

3 2024.1 Vol.10



令和６年度に基幹組合員の改選が行われます

総代（定数210人）

総括ＮＯＳＡＩ部長

損害評価員

ＮＯＳＡＩ部長

任期

役割

令和6年4月1日～令和9年3月31日

地区の組合員の代表です。総代会を構成し、組合運営に関する
予算や事業計画などの議案を審議・議決する重要な役割を担い
ます。総代に就任するにはNOSAI北海道の組合員であることが
必要です。

令和6年4月1日～令和9年3月31日

書類の配布、被害申告の取りまとめなどを行います。NOSAI部
長会議や地区別懇談会へ出席し、地区との意見交換をするNOS
AIとのパイプ役です。また、基幹組合員の改選時は役務者の取
りまとめなど協力していただきます。

任期

役割

令和6年4月1日～令和9年3月31日

石狩地区と十勝地区のみにいる基幹組合員です。担当地区の
NOSAI部長へ指示伝達や、NOSAI部長の取りまとめ役を担い
ます。

任 期

役割

令和6年4月1日～令和9年3月31日

組合員から提出された損害通知書を基に、被害状況調査のため
現地を見回り、ほ場で損害評価を行います。

任期

役割

基幹組合員の役割をおさらい

　令和6年4月1日に基幹組合員が改選されます。す
べての基幹組合員（総代・ＮＯＳＡＩ部長・総括ＮＯＳＡＩ
部長・損害評価員）を改選するため、今回の広報紙で
は改選にかかるスケジュール等についてお知らせし
ます。
　記載している日程や期日は予定となりますので、
正確な日時などの詳細については、各統括センター
または支所より通知します。
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総代の総会外選挙スケジュール

ＮＯＳＡＩ部長・損害評価員改選のスケジュール

2月20日　
全組合員宛へ選挙通知（ハガキ）
①選挙の期日（投票日）
②投票の開始・終了時間
③投票の場所
④選挙区毎の定数

3月8日
選挙の公告
①選挙の期日（投票日）
②投票の開始・終了時間
③投票の場所
④選挙区毎の定数
※各統括センターおよび
　支所に掲示します。

3月１1日
立候補等の届出締切り
①立候補届
②候補者推薦届
  （被候補者の承諾書）
※届出は13：00に締め切り
　ます。

ＮＯＳＡＩ部長宛通知（文書通知）
①立候補・推薦候補の選出依頼

候補者が定数以内の場合　

4月1日

3月28日

1～3月中　推薦依頼の発送

任命および委嘱

就任 （辞令または委嘱状を交付）

①各統括センターおよび支所より
　NOSAI部長・総括NOSAI部長・損害評価員の推薦依頼を発送
②推薦届の回収

①同日に開催する理事会で決定

※推薦依頼の発送および推薦届の回収期日・回収方法については、各統括センターおよび
　支所によって異なります。 詳細は通知文をご確認ください。

当選公告
①当選人の住所・氏名
※各統括センターおよび支所に掲示します。

就任 （辞令を交付）4月1日

無投票当選
①選挙会の開催
②当選人の決定

当選の通知
①当選人の通知
②当選承諾書提出依頼
   （3月16日期限）

3月17日

3月11日

3月11日 候補者の掲示
①候補者の住所・氏名
②立候補・推薦の別
※各統括センターおよび支所に掲示します。

3月15日

3月15日

3月15日

3月21日

4月1日

投票日
①該当する投票場所で投票

当選の通知
①当選人の通知
②当選承諾書提出依頼
  （3月20日期限）

候補者が定数を超えた場合

当選公告
①当選人の住所・氏名
※各統括センターおよび支所に掲示します。

就任 （辞令を交付）

投票になった場合は前日までに投票を行う旨を通知します
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幸
司
さ
ん
は
「
会
長
か
ら
も
常
々
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
分
た
ち
の
世
代
が
頑
張
っ
て
次
世
代
に
バ

ト
ン
を
つ
な
ぎ
た
い
で
す
」
と
地
域
の
農
業
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
海
の
神
」
は
現
在
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
中
心
に
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
以
外
の
作
物
も
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
発
展
さ
せ
る
予
定
で
す
。

函館発 ブランド「海の神」を全国に
経営内容

ニンジン・ブロッコリーほか
ビニールハウス

25ha
51棟

　
函
館
市
の
大
槻
幸
司
さ
ん
（
46
）
は
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ネ
ギ
な
ど
を
25
㌶
栽
培
す
る
「
函

館
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
」
の
代
表
取
締
役
と
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
51
棟
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
1
5
3
㌃

を
栽
培
す
る
「
農
事
組
合
法
人
函
館
つ
る
の
生
産
組

合
」
の
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
大
槻
家
は
、
寅
男
さ
ん
（
73
）、
紀
子
さ
ん
（
70
）

の
ご
両
親
と
妻
の
有
香
さ
ん
（
35
）、
２
人
の
お
子
さ

ん
の
三
世
代
の
家
族
で
す
。　

　
幸
司
さ
ん
は
会
長
で
も
あ
る
寅
男
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
3
年
前
か
ら
作
物
栽
培
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
ー
パ
ー
や
市
場
へ
の
出
荷
が
多
く
、
安
定
供
給
の

た
め
余
裕
を
持
っ
た
栽
培
面
積
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
幸
司
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
母
の
紀
子
さ
ん
は
、
自

宅
近
く
に
あ
る
「
い
も
っ
こ
市
」
の
代
表
者
と
し
て
、

新
鮮
な
野
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は

8
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
を
含
め
た
総
勢
20
人
の
従
業
員

で
営
農
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
函
館
市
の
名
産
で
あ
る

真
昆
布
の
根
や
、
魚
介
の
残
渣
を
含
ん
だ
昆
布
根
加

工
肥
料
を
使
用
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
栄
養
満
点
の

土
壌
で
栽
培
し
「
海
の
神
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
中
心
に
有
名
百
貨
店
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
「
昆
布
を
使
用
し
て
い
る
の
で
塩
分
濃
度
が
高
く
な

り
生
育
不
良
と
な
っ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
土
壌
分
析

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
」
と
、
代
々
引
き
継
が
れ
る

洗
練
さ
れ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
つ
い
て
話
す
幸

司
さ
ん
。「
16
年
前
に
比
べ
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
40

棟
増
加
し
ま
し
た
。
海
沿
い
で
雪
の
少
な
い
地
域
で

す
が
、
近
年
は
１
度
に
大
量
の
雪
が
降
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
も
し
も
の
備
え
で
、
令
和
４
年
12
月
か
ら

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
幸
司

さ
ん
は
「
野
菜
の
栽
培
が
多
く
、
農
業
保
険
の
加
入

を
見
送
っ
て
い
た
も
の
の
、
近
年
は
極
端
な
気
象
に

よ
る
収
量
減
少
や
、
品
質
低
下
が
増
え
た
こ
と
で
収

入
保
険
の
補
償
の
手
厚
さ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

令
和
5
年
も
野
菜
の
移
植
時
期
の
干
ば
つ
に
よ
る
初

期
生
育
不
良
や
、
猛
暑
続
き
で
品
質
低
下
が
発
生
す

る
な
ど
、
近
年
は
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
が
増
え
ま

し
た
。
安
定
経
営
の
た
め
、も
し
も
の
時
の
『
安
心
料
』

が
必
要
と
考
え
て
加
入
し
ま
し
た
」
と
経
緯
を
話
し

ま
す
。

　
幸
司
さ
ん
は
「
農
業
保
険
で
経
営
を
守
り
な
が
ら
、

今
後
は
冷
凍
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の
加
工
で
販
売
期
間
を

延
ば
し
ロ
ス
を
減
ら
す
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

導
入
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

農業保険加入者の横顔

函館市  大槻 幸司さん
おお つき こう じ

収
入
保
険
で
﹁
安
心
﹂

　

大
黒
柱
と
し
て
家
庭
を
守
る

次
世
代
へ
の
継
承

﹁
海
の
神
﹂
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
へ

園
芸
施
設
共
済
で

　
　

も
し
も
の
備
え
を

大盛況だった「いもっこ市」の大感謝祭（10月28～29日）

地域に愛される
「いもっこ市」の
代表者である母
の紀子さん

左から大槻幸司さんとベトナム人従業員の皆さん

アスパラガス「海の神」

津軽海峡と函館山が見えるネギ畑

ゆ お

と
ら

の
り
こ

か
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収
入
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

青
色
申
告
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば

収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
で
き
る
方
は
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た

め
の
条
件
と
し
て
２
年
以
上
の
青
色
申
告
の

実
績
が
必
要
で
し
た
が
、
令
和
６
年
１
月
の

加
入
か
ら
１
年
分
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
れ

ば
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
の
実
績
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ

と
で
、
令
和
６
年
分
の
農
業
所
得
か
ら
青
色

申
告
を
開

始
す
れ
ば
、

令
和
７
年

１
月
か
ら

収
入
保
険

に
加
入
で

き
ま
す
。

　
青
色
申

告
に
よ
り

確
定
申
告

を
行
う
た

め
に
は
、

事
前
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。　
　

　
令
和
６
年
３
月
15
日
ま
で
に
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
で
、
令
和
６
年
分
か
ら
青
色
申
告
が

で
き
ま
す
。

　
青
色
申
告
は
特
別
控
除
や
専
従
者
控
除
、

赤
字
を
繰
り
越
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
現
在
白
色
申
告
の
方

は
ぜ
ひ
青
色
申
告
の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
動
画

な
ど
で
青
色
申
告
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

収
入
保
険
未
加
入
の
法
人
の
皆
様
へ

　
収
入
保
険
の
加
入
申
請
は
保
険
期
間
開
始

の
前
月
の
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
法
人
の
場
合
は
事
業
年
度
が
保
険
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
、
３
月
事
業
開
始
の
法
人
は

２
月
末
、
４
月
事
業
開
始
の
法
人
は
３
月
末

ま
で
加
入
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

・
保
険
期
間
中
に
法
人
化
す
る
予
定
や
、
法

人
の
事
業
年
度
を
変
更
す
る
予
定
が
あ
る
加

入
者
の
方
は
、
お
早
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
保

険
金
等
の
見
積
額
を
雑
収
入
に
計
上
し
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
保
険
金
等
を
支

払
年
度
の
農
業
収
入
に
計
上
す
る
と
、
実
際

の
農
業
収
入
と
か
け
離
れ
た
過
大
な
課
税
が

生
じ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
避
け
る

た
め
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
金
等
見
積
額
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
保
険
金
等

見
積
額
算
出
ツ
ー
ル
」
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 　

　
ご
不
明
な
点
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和７年に青色申告１年分のみで新規加入する「個人農業者」の場合のスケジュール

３月１５日まで １月～１２月
（税の収入の算定期間）

１０月～１２月

１２月～１月

確定申告後（３～６月）

令和８年令和7年令和6年

保険料等の納付

加入申請「青色申告
承認申請書」を
税務署に提出

保険期間
保険金・特約補填金
の請求・受取

　
当
初
は
農
業
共
済
に
加
入
し
て
お

り
、
自
然
災
害
な
ど
で
収
穫
量
が
減

少
し
た
際
は
補
償
さ
れ
る
た
め
、
収

入
保
険
に
切
り
替
え
る
気
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
開
催
し
た

制
度
説
明
会
に
参
加
し
、
地
元
の
農

業
者
や
担
当
職
員
か
ら
強
く
勧
め
ら

れ
、
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
保
険
な
の
で
、
受
け
取

ら
な
い
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

で
す
が
、
令
和
２
年
と
令
和
４
年
は

収
穫
間
際
の
雨
害
で
ソ
バ
の
収
穫
量

が
平
年
に
比
べ
て
大
き
く
減
り
、
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
需
要
が
減

少
し
、
販
売
価
格
も
低
下
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
っ
て
農
業
収
入

が
著
し
く
低
下
し
た
た
め
、
支
払
対

象
と
な
り
、
保
険
金
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
担
当
職
員
が
つ
な
ぎ
資
金

の
申
請
を
勧
め
て
く
れ
た
た
め
、
年

内
に
つ
な
ぎ
資
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
、
収
入
保
険
に
入
っ
て
大
正

解
で
し
た
。
収
入
保
険
は
、
自
然
災

害
や
価
格
低
下
の
際
に
補
償
さ
れ
る

の
が
魅
力
で
す
。

　
以
前
は
酪
農
を
経
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
元
年
か
ら
ソ
バ
を
主
体

と
し
た
経
営
に
変
更
し
ま
し
た
。
今

後
は
さ
ら
に
規
模
拡
大
を
目
指
し
、

地
元
の
農
業
者
の
意
見
や
成
功
事
例

も
取
り
入
れ
、
従
業
員
の
雇
用
や
法

人
化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。　

ソ
バ
、牧
草　
約
88
㌶

内
山 

敦
さ
ん（
42
）

音
威
子
府
村

う
ち
や
ま
あ
つ
し

加入者
の声

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

収入保険
入ってよかった！

経 営 内 容

　
全
国
各
地
の
異
常
気
象
に
よ
る
災

害
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
見
聞
き
す
る

と
、
自
分
自
身
が
被
害
を
受
け
た
と

き
経
営
の
不
安
に
駆
ら
れ
て
い
ま
し

た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
地
区
担
当
職
員
に

収
入
保
険
を
勧
め
ら
れ
、
細
や
か
な

説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、

制
度
に
納
得
し
て
収
入
保
険
に
加
入

し
ま
し
た
。

　
加
入
し
た
年
に
、
干
ば
つ
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

農
産
物
の
収
量
や
価
格
の
低
下
に
よ

る
収
入
へ
大
き
な
影
響
を
受
け
た
農

家
も
多
く
、
私
は
影
響
が
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
も
し
も
の
備
え
が
必
要

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
農
作
物
共
済
や
畑
作
物
共
済
は
価

格
の
低
下
は
補
償
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
が
、
収
入
保
険
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
の
収
入
減
少
に
伴
う
補
償
を
し

て
く
れ
る
の
で
、
農
業
経
営
の
基
盤

安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
近
い
将
来
、
息
子
に

経
営
移
譲
す
る
予
定
な
の
で
、
自
分

が
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
安
定
し
た
経

営
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
、
息

子
に
引
き
継
ぎ
た
い
で
す
。

　
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経

費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
、
所
得

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

所
得
の
減
少
に
伴
う
補
償
制
度
が
あ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
　

水
稲
、小
麦
、レ
タ
ス
、

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ　
約
20
㌶

保
倉 

浩
行
さ
ん（
62
）

江
別
市

ほ　
く
ら

ひ
ろ
ゆ
き

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

経 営 内 容

令和2年
1月加入

（加入5年目）

令和3年
1月加入

（加入4年目）
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収
入
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

青
色
申
告
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば

収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
で
き
る
方
は
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た

め
の
条
件
と
し
て
２
年
以
上
の
青
色
申
告
の

実
績
が
必
要
で
し
た
が
、
令
和
６
年
１
月
の

加
入
か
ら
１
年
分
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
れ

ば
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
の
実
績
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ

と
で
、
令
和
６
年
分
の
農
業
所
得
か
ら
青
色

申
告
を
開

始
す
れ
ば
、

令
和
７
年

１
月
か
ら

収
入
保
険

に
加
入
で

き
ま
す
。

　
青
色
申

告
に
よ
り

確
定
申
告

を
行
う
た

め
に
は
、

事
前
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。　
　

　
令
和
６
年
３
月
15
日
ま
で
に
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
で
、
令
和
６
年
分
か
ら
青
色
申
告
が

で
き
ま
す
。

　
青
色
申
告
は
特
別
控
除
や
専
従
者
控
除
、

赤
字
を
繰
り
越
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
現
在
白
色
申
告
の
方

は
ぜ
ひ
青
色
申
告
の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
動
画

な
ど
で
青
色
申
告
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

収
入
保
険
未
加
入
の
法
人
の
皆
様
へ

　
収
入
保
険
の
加
入
申
請
は
保
険
期
間
開
始

の
前
月
の
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
法
人
の
場
合
は
事
業
年
度
が
保
険
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
、
３
月
事
業
開
始
の
法
人
は

２
月
末
、
４
月
事
業
開
始
の
法
人
は
３
月
末

ま
で
加
入
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

・
保
険
期
間
中
に
法
人
化
す
る
予
定
や
、
法

人
の
事
業
年
度
を
変
更
す
る
予
定
が
あ
る
加

入
者
の
方
は
、
お
早
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
保

険
金
等
の
見
積
額
を
雑
収
入
に
計
上
し
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
保
険
金
等
を
支

払
年
度
の
農
業
収
入
に
計
上
す
る
と
、
実
際

の
農
業
収
入
と
か
け
離
れ
た
過
大
な
課
税
が

生
じ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
避
け
る

た
め
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
金
等
見
積
額
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
保
険
金
等

見
積
額
算
出
ツ
ー
ル
」
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 　

　
ご
不
明
な
点
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和７年に青色申告１年分のみで新規加入する「個人農業者」の場合のスケジュール

３月１５日まで １月～１２月
（税の収入の算定期間）

１０月～１２月

１２月～１月

確定申告後（３～６月）

令和８年令和7年令和6年

保険料等の納付

加入申請「青色申告
承認申請書」を
税務署に提出

保険期間
保険金・特約補填金
の請求・受取

　
当
初
は
農
業
共
済
に
加
入
し
て
お

り
、
自
然
災
害
な
ど
で
収
穫
量
が
減

少
し
た
際
は
補
償
さ
れ
る
た
め
、
収

入
保
険
に
切
り
替
え
る
気
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
開
催
し
た

制
度
説
明
会
に
参
加
し
、
地
元
の
農

業
者
や
担
当
職
員
か
ら
強
く
勧
め
ら

れ
、
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
保
険
な
の
で
、
受
け
取

ら
な
い
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

で
す
が
、
令
和
２
年
と
令
和
４
年
は

収
穫
間
際
の
雨
害
で
ソ
バ
の
収
穫
量

が
平
年
に
比
べ
て
大
き
く
減
り
、
さ

ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
需
要
が
減

少
し
、
販
売
価
格
も
低
下
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
っ
て
農
業
収
入

が
著
し
く
低
下
し
た
た
め
、
支
払
対

象
と
な
り
、
保
険
金
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
担
当
職
員
が
つ
な
ぎ
資
金

の
申
請
を
勧
め
て
く
れ
た
た
め
、
年

内
に
つ
な
ぎ
資
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
、
収
入
保
険
に
入
っ
て
大
正

解
で
し
た
。
収
入
保
険
は
、
自
然
災

害
や
価
格
低
下
の
際
に
補
償
さ
れ
る

の
が
魅
力
で
す
。

　
以
前
は
酪
農
を
経
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
元
年
か
ら
ソ
バ
を
主
体

と
し
た
経
営
に
変
更
し
ま
し
た
。
今

後
は
さ
ら
に
規
模
拡
大
を
目
指
し
、

地
元
の
農
業
者
の
意
見
や
成
功
事
例

も
取
り
入
れ
、
従
業
員
の
雇
用
や
法

人
化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。　

ソ
バ
、牧
草　
約
88
㌶

内
山 

敦
さ
ん（
42
）

音
威
子
府
村

う
ち
や
ま
あ
つ
し

加入者
の声

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

収入保険
入ってよかった！

経 営 内 容

　
全
国
各
地
の
異
常
気
象
に
よ
る
災

害
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
見
聞
き
す
る

と
、
自
分
自
身
が
被
害
を
受
け
た
と

き
経
営
の
不
安
に
駆
ら
れ
て
い
ま
し

た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
地
区
担
当
職
員
に

収
入
保
険
を
勧
め
ら
れ
、
細
や
か
な

説
明
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、

制
度
に
納
得
し
て
収
入
保
険
に
加
入

し
ま
し
た
。

　
加
入
し
た
年
に
、
干
ば
つ
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

農
産
物
の
収
量
や
価
格
の
低
下
に
よ

る
収
入
へ
大
き
な
影
響
を
受
け
た
農

家
も
多
く
、
私
は
影
響
が
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
も
し
も
の
備
え
が
必
要

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
農
作
物
共
済
や
畑
作
物
共
済
は
価

格
の
低
下
は
補
償
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
が
、
収
入
保
険
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
の
収
入
減
少
に
伴
う
補
償
を
し

て
く
れ
る
の
で
、
農
業
経
営
の
基
盤

安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
近
い
将
来
、
息
子
に

経
営
移
譲
す
る
予
定
な
の
で
、
自
分

が
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
安
定
し
た
経

営
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
、
息

子
に
引
き
継
ぎ
た
い
で
す
。

　
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経

費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
、
所
得

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

所
得
の
減
少
に
伴
う
補
償
制
度
が
あ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
　

水
稲
、小
麦
、レ
タ
ス
、

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ　
約
20
㌶

保
倉 

浩
行
さ
ん（
62
）

江
別
市

ほ　
く
ら

ひ
ろ
ゆ
き

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

経 営 内 容

令和2年
1月加入

（加入5年目）

令和3年
1月加入

（加入4年目）
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ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
農
林

水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
通
称
／
e
M
A
F
F
）
を

利
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
家
畜
共
済
の
加
入
申
込
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
に
お
い
て
は
始
期
が
11
月
の
み
な
み
統
括
セ
ン

タ
ー
の
馬
の
引
受
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
令
和
６
年
度
の
加
入
推
進
が
始
ま
り
ま
す
が
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
で

家
畜
共
済
へ
の

加
入
手
続
き
が
で
き
ま
す

ご利用までの流れ
まずはパソコンやスマートフォン、身分証明書（免許証・マイナンバーカード等）をご用意ください。

詳しくは最寄りのＮＯＳＡＩにご相談ください。

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ2 ＳＴＥＰ3 ＳＴＥＰ4 ＳＴＥＰ5 ＳＴＥＰ6
メールアドレス
とパスワード
を準備

gBizIDを
取得

eMAFF
プライムを
取得

家畜共済
サイトの
ご利用開始

加入申込
内容の入力

加入申込の
完了

概要図

①申請 ②承認

③納入告知書
送付

④掛金等納入

農業者 eMAFF

eMAFF
（イーマフ）

NOSAI

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
メ
リ
ッ
ト

1
メリット

対
面
し
な
く
て
も
加
入
の

申
込
が
で
き
ま
す
！

2
メリット

都
合
が
良
い
時
間
に

申
請
が
で
き
ま
す
！

3
メリット

契
約
内
容
の
確
認
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
で
き
ま
す
！

4
メリット

紙
の
管
理
が
不
要
で
す
！

農林水産省が所管する法令に基づく申請や補助金等の
申請をオンラインで行う事ができるサービス

gBizID（ジービズアイディー）
インターネット上で行政手続きをするための
「共通認証システム」

eMAFFプライム
身元認証を受け共通申請サービスでの
各種申請が可能な本ID

再生医療とは、動物が生来もつ「自然治癒力」を活かした治療法で、人工物ではなく
動物の細胞や血液由来の成分を利用して行います。再生医療にはさまざまな種類
があり、脂肪、骨髄、関節内の滑膜、臍帯、羊膜などを原料とする幹細胞治療や、こ
れらの幹細胞を培養した上澄みを利用する治療などたくさんの選択肢があります。
今回は、最も代表的かつ一般的な再生医療の一つである多血小板血漿（PRP）療法について紹介します。 

多血小板血漿（PRP）療法について
みなみ統括センター 
道南支所 道南北部家畜診療所

獣医師 山手 智行

PRP療法とは PRP療法の一例 

やま て　 ともゆき

しんくっけんせんくっけん

●（図１） 

増殖因子 抗炎症因子

血管 軟組織・骨組織 疼痛
刺激低下

炎症細胞
浸潤抑制

創傷治癒・組織再生

PRP

細胞増殖・基質形成活性 抗炎症活性 抗菌活性

　指を切ってしまったとき、カサブタができ、元通りに治っ
た経験は誰にでもあると思います。実は、この一連の治癒
過程には、血液の中に含まれる血小板が重要な役割を果
たしています。また、打撲をした時には、怪我した部分が腫
れることがあると思いますが、この腫れは皮膚の下で出血
したことによるものです。そして指を切った時と同じよう
に、血小板から傷んだ組織の修復を促進する物質（成長因
子）が供給され、傷んだ組織を元通りに治そうとする自己
治癒機転が働いています。この自己治癒機転を応用した
ものが「PRP療法」です。 
　PRP療法では、自己の血液を少量とり、特殊な技術を用
いて血液中の血小板を濃縮し、自己PRPを作成します。こ
のPRP中には、成長因子が豊富に含まれますので、これを
身体の傷んだ部分に注射することにより、その部分の組織
の細胞増殖、血管新生、細胞分化、アポトーシス制御、抗炎
症作用が促進され、早期治癒や疼痛の軽減効果をもたら
します（図1）。 
　人の医療におけるPRP療法は、整形外科領域の関節炎
治療、歯科領域のインプラント治療、美容領域のしわ取り
治療、産婦人科領域では難治性不妊症治療において広く
使用されています。産業動物におけるPRP療法は、関節
炎・腱炎・蹄病・骨折などの運動器病、乳房炎などの泌乳器
病や卵巣静止・子宮内膜炎などの生殖器病などでPRP療
法が行われています。 

　屈腱炎は、上腕骨と肘節骨をつなぐ腱である屈腱（大き
く外側の浅屈腱と内側の深屈腱の2つからなる）の腱繊維
が一部断裂し、患部に発熱、腫脹を起こしている状態のこ
とで、運動強度の高い競走馬では、これを発症すると治癒
するまで数カ月から数年間を要すると言われており「不治
の病」または「競走馬のガン」とも称されます。牛では競走
馬ほどの運動強度は必要ありませんが、痛みが強いため、
牛舎で起立難渋となり、2次的な褥瘡（床ずれ）や滑走を患
い、廃用となるケースが散見されます。通常、罨法薬（塗り
薬）や消炎剤で治療を行いますが治療期間が長期になり、
効果が乏しい場合があります。本症例では通常の消炎剤
の治療に加え、PRP療法を1回行うことにより、通常の治療
期間より早く、屈腱炎が治癒しました（図２）。 
　現在、PRP療法は新しい治療となるためＮＯＳＡＩ北海道
では保険診療の適応外となりますが、治療効果の改善や治
療期間の短縮が見込めるかもしれません。適応症および治
療費は担当獣医師や各診療所にお問い合わせください。

あんぽうやく

じょくそう

●（図２） 

出典：牛の解剖アトラス 増補改訂第２版　著：Klaus-Dieter Budras、Robert E.Habel
監訳：日本獣医解剖学会　出版：緑書房
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ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
農
林

水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
通
称
／
e
M
A
F
F
）
を

利
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
家
畜
共
済
の
加
入
申
込
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
に
お
い
て
は
始
期
が
11
月
の
み
な
み
統
括
セ
ン

タ
ー
の
馬
の
引
受
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
令
和
６
年
度
の
加
入
推
進
が
始
ま
り
ま
す
が
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
で

家
畜
共
済
へ
の

加
入
手
続
き
が
で
き
ま
す

ご利用までの流れ
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gBizIDを
取得

eMAFF
プライムを
取得

家畜共済
サイトの
ご利用開始

加入申込
内容の入力

加入申込の
完了

概要図

①申請 ②承認

③納入告知書
送付

④掛金等納入

農業者 eMAFF

eMAFF
（イーマフ）

NOSAI

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
メ
リ
ッ
ト

1
メリット
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し
な
く
て
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加
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の

申
込
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で
き
ま
す
！

2
メリット

都
合
が
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い
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申
請
が
で
き
ま
す
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3
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契
約
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容
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認
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パ
ソ
コ
ン
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マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
で
き
ま
す
！

4
メリット

紙
の
管
理
が
不
要
で
す
！

農林水産省が所管する法令に基づく申請や補助金等の
申請をオンラインで行う事ができるサービス

gBizID（ジービズアイディー）
インターネット上で行政手続きをするための
「共通認証システム」

eMAFFプライム
身元認証を受け共通申請サービスでの
各種申請が可能な本ID

再生医療とは、動物が生来もつ「自然治癒力」を活かした治療法で、人工物ではなく
動物の細胞や血液由来の成分を利用して行います。再生医療にはさまざまな種類
があり、脂肪、骨髄、関節内の滑膜、臍帯、羊膜などを原料とする幹細胞治療や、こ
れらの幹細胞を培養した上澄みを利用する治療などたくさんの選択肢があります。
今回は、最も代表的かつ一般的な再生医療の一つである多血小板血漿（PRP）療法について紹介します。 

多血小板血漿（PRP）療法について
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とで、運動強度の高い競走馬では、これを発症すると治癒
するまで数カ月から数年間を要すると言われており「不治
の病」または「競走馬のガン」とも称されます。牛では競走
馬ほどの運動強度は必要ありませんが、痛みが強いため、
牛舎で起立難渋となり、2次的な褥瘡（床ずれ）や滑走を患
い、廃用となるケースが散見されます。通常、罨法薬（塗り
薬）や消炎剤で治療を行いますが治療期間が長期になり、
効果が乏しい場合があります。本症例では通常の消炎剤
の治療に加え、PRP療法を1回行うことにより、通常の治療
期間より早く、屈腱炎が治癒しました（図２）。 
　現在、PRP療法は新しい治療となるためＮＯＳＡＩ北海道
では保険診療の適応外となりますが、治療効果の改善や治
療期間の短縮が見込めるかもしれません。適応症および治
療費は担当獣医師や各診療所にお問い合わせください。

あんぽうやく

じょくそう

●（図２） 
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地元で手に入る食材を生か
した素朴でシンプルな家庭料理（ルイジアナ州起源）。主食
はお米が多く、スパイスを多く使用するのが特徴。代表的
な料理にオクラでとろみをつけた「ガンボ」やスパイスが効
いた炊き込みご飯「ジャンバラヤ」がある。

安心して食べていただけるお米を届けたい

ケイジャン料理  手前が「ガンボ」

キッチンカーでケイジャン料理を提供する三上さん

ケイジャン料理の特徴

　
名
水
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
檜
山

管
内
の
中
央
部
に
位
置
す
る
乙
部
町
で

水
稲
約
18
㌶
を
作
付
し
て
い
る
三
上
良

介
さ
ん（
35
）は
、
農
作
業
の
傍
ら
一
般

向
け
の
田
植
え
体
験
や
害
獣
駆
除
の
他
、

J
A
Z
Z
ラ
イ
ブ
の
開
催
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
動

し
て
い
ま
す
。

身
体
に
安
全
・
お
い
し
い
お
米
を

　
13
年
前
、
祖
父
の
急
逝
に
伴
い
後
を

継
ぐ
こ
と
を
決
心
し
た
良
介
さ
ん
は
、

札
幌
市
か
ら
移
住
し
就
農
し
ま
し
た
。

当
時
、
農
業
経
験
が
全
く
無
か
っ
た
た

め
、
周
囲
の
農
家
仲
間
に
支
え
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。

　
農
薬
の
使
用
を
極
力
控
え
て
自
然
に

近
い
形
で
の
米
作
り
に
こ
だ
わ
り「
小
さ

な
お
子
様
か
ら
ご
年
配
ま
で
あ
ら
ゆ
る

方
々
に
安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
お

米
を
届
け
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。
令

和
５
年
か
ら
従
業
員
も
雇
い
、
作
付
面

積
を
増
や
す
な
ど
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、
無
償
で
農
作
業
を
し
て

く
れ
る
農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
S
N
S

で
募
集
し
、
年
間
延
べ
20
人
ほ
ど
を
受
け

入
れ
て
労
働
力
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
ケ
イ
ジ
ャ
ン

料
理
の
魅
力
を
発
信

　
農
業
に
従
事
す
る
前
は
、
中
華
料
理

店
、洋
食
店
で
調
理
の
技
術
を
磨
い
て
き

た
良
介
さ
ん
。自
身
の
出
身
地
、ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
郷
土
料
理「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
料

理
」が
と
に
か
く
大
好
き
で
、
多
く
の
人

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
４
年
前
か
ら

道
南
地
方
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
使
って
移
動
販
売
を

始
め
ま
し
た
。
本
場
の
味
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
な
が
ら
も
日
本
人
の
口
に
合
う
よ
う
に

研
究
を
重
ね
、今
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
主
催

者
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
殺
到
し
、お
断
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。「
お
客
さ
ん

と
接
す
る
の
が
好
き
で
、乙
部
町
や
お
米

の
P
R
も
で
き
、自
分
の
作
っ
た
料
理
を

食
べ
た
方
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
の
が
何
よ

り
も
う
れ
し
い
で
す
。今
後
は
北
海
道
全

域
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
走
ら
せ
、
人
脈
を

広
げ
る
の
が
目
標
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
三
上
さ
ん
が
手
掛
け
る
R
s̀ 

k
i
t

c
h
e
n（
ア
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
）の
移
動

販
売
情
報
は
i
n
s
t
a
g
r
a
m
、

f
a
c
e
b
o
o
k
に
て
随
時
発
信
し
て

い
ま
す
。キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
お
米（
ふ
っ

く
り
ん
こ
・
ゆ
め
ぴ
り
か
）の
販
売
も
し

て
い
ま
す
。

乙部町

さん
三上 良介

北海道   アグリ人

み    かみ すけりょう

米
作
り
の
傍
ら

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
走
ら
せ
る
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二人三脚で生産・加工・販売に取り組む寿彰さんと江美さん夫婦

（株）イナゾーファームの
主力の「有機JASイナゾー
トマト」

イナゾーファーム
「農林水産大臣賞」を受賞した
「有機トマトジュース　クリア」

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

有
機
ト
マ
ト
で
商
品
開
発

　
士
別
市
多
寄
町
で
農
産
物
の
生
産
・

加
工
・
販
売
に
取
り
組
む（
株
）イ
ナ
ゾ
ー

フ
ァ
ー
ム（
代
表
取
締
役
・
谷
寿
彰
さ
ん

＝
４１
）は
、ト
マ
ト
７３
㌃（
品
種
／
シ
ン

デ
ィ
ー
ス
イ
ー
ト
）、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
２２
㌃
、

カ
ボ
チ
ャ
１０
㌶（
内
２・
５
㌶
が
有
機
栽

培
）、も
ち
米
６
㌶
、
大
豆
６
㌶
を
作
付

け
て
い
ま
す
。

　
寿
彰
さ
ん
、
妻
の
江
美
さ
ん
を
中
心

に
パ
ー
ト
従
業
員
で
営
農
し
、「
有
機
イ

ナ
ゾ
ー
ト
マ
ト
」を
主
力
に
し
た
加
工
製

品
は
消
費
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
寿
彰
さ
ん
は
、
平
成
19
年
に
3
代
目

と
し
て
実
家
で
就
農
し
ま
し
た
。２
年
目

か
ら
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
み
、
23
年
に

中
玉
ト
マ
ト
で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
、
25

年
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
加
工
認
証
、
令
和
２

年
に
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

農
作
物
を
最
高
の
状
態
で
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
農
場
内
に
加
工
所
を

設
立
し
、
本
格
的
な
６
次
産
業
化
を
推

し
進
め
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
有
機
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス　
ク
リ
ア
」

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」受
賞
！

　
同
社
の
加
工
製
品
の
一
つ「
有
機
ト
マ

ト
ジ
ュ
ー
ス 

ク
リ
ア
」が
、こ
の
ほ
ど
一
般

財
団
法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
２
０
２
２
年
度
優
良
ふ
る
さ
と
食

品
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
新
製
品
開
発
部
門

で
最
高
賞
で
あ
る「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
原
料
は
ト
マ
ト
の
み
の「
有
機
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
ク
リ
ア
」は
き
れ
い
な
金
色
に
透

き
通
っ
た
見
た
目
で
、甘
さ
の
あ
る
旨
み

が
詰
ま
っ
た
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

　
審
査
員
か
ら
は「
素
材
の
良
さ
を
生
か

し
、
味
わ
い
深
く
驚
き
の
あ
る
一
品
。
飲

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
調
味
料
の
よ
う
に

料
理
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
利
用
で
き
る
」

な
ど
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

商
品
開
発
の
背
景
に
は
・・・

　
こ
の
商
品
は
意
外
に
も
コ
ロ
ナ
禍
の
外

出
自
粛
中
に
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
寿
彰
さ
ん
は「
毎
年
冬
場
は
販
路
維

持
、
拡
大
の
た
め
道
外
な
ど
に
出
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
機
会
に
以
前
か
ら
温
め
て

い
た
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
開
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」と

話
し
ま
す
。

　
料
理
の
手
法
と
し
て
ト
マ
ト
果
汁
の

上
澄
み
を
ろ
過
し
た「
ト
マ
ト
ウ
ォ
ー

タ
ー
」の
存
在
か
ら
、ど
う
に
か
加
工
品

と
し
て
安
定
的
に
提
供
で
き
な
い
か
を
考

え
、
自
分
た
ち
で
製
造
法
や
道
具
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。

　
寿
彰
さ
ん
は「
ク
リ
ア
は
思
い
描
く
イ

メ
ー
ジ
を
品
質
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
が

と
て
も
難
し
く
、
満
足
の
い
く
味
に
な
る

ま
で
1
年
ほ
ど
を
要
し
ま
し
た
。ジ
ュ
ー

ス
と
し
て
そ
の
ま
ま
飲
む
の
も
お
い
し
い

で
す
が
、乳
製
品
と
の
相
性
も
よ
く
、ジ
ュ

レ
に
し
て
カ
プ
レ
ー
ゼ
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
と

合
わ
せ
る
と
一
品
に
な
り
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
で
江
美
さ
ん
は「
ク
リ
ア

は
素
材
を
生
か
し
た
商
品
で
、こ
の
地
域

の
自
然
の
恵
み
で
作
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、こ
の
地
域
の
評

価
で
も
あ
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
寿
彰
さ
ん
は「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
形
に
し
た
こ
と
が
実

を
結
び
、
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
」と
喜

び
を
口
に
し
ま
す
。

　
「
有
機
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
ク
リ
ア
」の
販

売
は
士
別
市
の
道
の
駅
、北
海
道
ど
さ
ん

こ
プ
ラ
ザ
札
幌
店
、イ

ナ
ゾ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
通
販

サ
イ
ト
で
も
購
入
可
能
。

士別市

さん
谷 寿彰
たに とし あき

え    

み
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日本グラスフェッド規格の認証書を手にする鈴木さん

十勝オーガニック牛乳

有機JAS認証を取得
した牧草を食べる乳牛
（写真本人提供）

鈴木牧場の新規メルマガ登録で
もれなく十勝の塩プレゼント！
二次元コードから
登録お願いします。

北海道   アグリ人

商品販売ページ

６
月
に
は
株
式
会
社
オ
ー
ガ
ニッ
ク
認
定

機
構
か
ら
日
本
で
第
一
号
と
な
る
日
本

グ
ラ
ス
フ
ェッ
ド
規
格（
Ｊ
G
S
）の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。グ
ラ
ス
フ
ェッ
ド
と

は
穀
物
飼
料
を
与
え
ず
、
草
食
動
物
本

来
の
食
性
で
あ
る
牧
草
と
放
牧
で
牛
を

飼
育
す
る
方
法
で
す
。Ｊ
Ａ
Ｓ
と
Ｊ
Ｇ
Ｓ

の
２
つ
を
取
得
し
た
の
は
現
在
日
本
で
鈴

木
さ
ん
た
だ
一
人
で
す
。

飼
養
方
法
を
変
え
て
健
康
な
牛
に

　
鈴
木
さ
ん
は
牧
場
内
で
家
畜
伝
染
病

　
広
尾
町
の
鈴
木
敏
文
さ
ん（
41
）は
令

和
５
年
１２
月
８
日
よ
り「
十
勝
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
牛
乳
」を
発
売
し
ま
し
た
。
広
尾

町
暁
地
区
で
乳
牛
１
１
０
頭
、
肉
牛
１０

頭
を
飼
養
し
、
牛
の
健
康
を
第
一
に
考
え

た
循
環
型
酪
農
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
で
た
だ
一
人
J
A
S
と

J
G
S
取
得

　

令
和
２
年
に
牧
草
、３
年
に
は
生
乳
、

牛
肉
、
鶏
卵
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
証

（
J
A
S
）を
同
時
取
得
し
、
令
和
５
年

つ
い
に
発
売
！

待
望
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳

が
発
生
し
た
の
を
契
機
に
、
病
気
に
な
っ

た
ら
治
療
す
る
と
い
う
考
え
方
を
見
直

し
、
病
気
に
な
ら
な
い
飼
育
を
徹
底
し
、

自
然
に
近
い
状
態
で
牛
を
飼
育
す
る
こ

と
が
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
健
康
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
ず
牛
の
餌
と
な
る
牧
草
を
有
機
栽

培
で
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
鈴
木

さ
ん
。
良
質
な
堆
肥
と
液
肥（
尿
）づ
く

り
に
励
み
牧
草
地
に
還
元
し
続
け
ま
し

た
。３
年
の
年
月
を
か
け
て
化
学
肥
料

を
減
ら
し
、
平
成
３０
年
に
は
農
薬
・
化

学
肥
料
不
使
用
で
の
牧
草
栽
培
を
達
成

し
ま
し
た
。そ
の
牧
草
を
食
べ
た
牛
が
良

い
堆
肥
を
生
み
、
良
い
牧
草
が
で
き
る
と

い
う
好
循
環
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
牛
に
与
え
る
水
は
腸
内
細
菌

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
活
性
誘
導
水
を
添

加
し
た
井
戸
水
を
利
用
し
、ミ
ネ
ラ
ル

補
給
と
し
て
、
同
町
沿
岸
の
海
水
を
く

み
上
げ
、
自
身
で
塩
を
作
り
与
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
牛
の
妊
娠
を
促
す
ホ

ル
モ
ン
剤
も
使
用
し
て
お
ら
ず
、
発
売
す

る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
は
搾
り
た
て
３０
分

以
内
の
生
乳
を
低
温
殺
菌
す
る
な
ど
、

お
い
し
い
牛
乳
を
作
る
た
め
に
鈴
木
さ
ん

は
こ
だ
わ
り
ま
す
。

牛
乳
で
笑
顔
を
提
供

　
「
穀
物
飼
料
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

で
、
牧
草
と
い
う
再
生
可
能
な
資
源
で

牛
を
健
康
に
育
て
れ
ば
、
安
定
経
営
に
つ

な
が
り
ま
す
。そ
し
て
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
も
貢
献
で
き
ま
す
」と
話
す

鈴
木
さ
ん
。「
牛
乳
は
私
た
ち
哺
乳
類
に

と
っ
て
命
を
つ
な
ぐ
飲
み
も
の
で
す
。そ

の
牛
乳
の
価
値
を
高
め
、
食
卓
に
笑
顔

を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
意
気
込

み
ま
す
。

広尾町

さん
鈴木 敏文
すず き とし ふみ
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夕方の搾乳作業をする信也さん

中冨さんご一家

窓が大きく明るい牛舎内

町
の
研
修
牧
場
で
酪
農
業
を
一か
ら
学

び
、
令
和
２
年
4
月
に
現
在
の
湖
南
で

新
規
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は
美
月
さ

ん
と
二
人
で
1
1
4
頭
ほ
ど
の
規
模
で

営
農
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
移
住
す
る

前
は
、
製
菓
学
校
を
卒
業
し
た
二
人
そ

れ
ぞ
れ
が
パ
ン
店
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。「
当
時
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
勤
務
す
る
こ
と
が
多
く
、
幼
い
子
ど
も

た
ち
と
遊
ぶ
時
間
が
確
保
で
き
ま
せ
ん

　
根
室
市
湖
南
で
酪
農
を
営
む
中
冨
信

也
さ
ん（
33
）は
、妻
の
美
月
さ
ん（
29
）、

長
男
の
結
希
斗
く
ん（
8
）、
次
男
の
空

く
ん（
5
）、
長
女
の
帆
乃
佳
ち
ゃ
ん

（
3
）、次
女
の
希
乃
佳
ち
ゃ
ん（
1
）、三

男
の
斗
亜
く
ん（
0
）の
七
人
家
族
で
す
。

就
農
の
き
っ
か
け

　
平
成
29
年
6
月
に
神
奈
川
県
か
ら
別

海
町
に
移
住
し
た
中
冨
さ
ん
は
、
別
海

で
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
浜
中
町
で
酪
農
を
経
営

し
て
い
る
美
月
さ
ん
の
叔
父
か
ら
農
業

人
フ
ェ
ア
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、

叔
父
か
ら
の
年
賀
状
で
子
ど
も
が
広
い

牧
草
地
で
遊
ん
で
い
る
写
真
を
見
て「
自

然
豊
か
で
子
ど
も
た
ち
を
の
び
の
び
と
遊

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
子
育
て
の
環
境
に

魅
力
を
感
じ
、
北
海
道
で
酪
農
家
を
目

指
す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
」と
話
し
ま

す
。家

族
と
の
時
間

　
営
農
を
始
め
た
信
也
さ
ん
は
、
家
庭

と
職
場
が
近
づ
い
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な

り
、
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
を
見
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、
家
族
で
営
農
し

て
い
る
た
め
、
子
ど
も
の
体
調
が
悪
く

な
っ
て
も
誰
か
に
気
を
遣
う
こ
と
な
く
、

仕
事
と
看
病
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
個
人
経
営
な
ら
で
は
の
苦
労

も
あ
り
ま
す
。「
牛
の
病
気
を
含
め
た
事

故
へ
の
対
処
を
自
分
た
ち
で
行
う
こ
と

や
、
学
校
や
保
育
園
が
休
み
の
日
は
子

ど
も
た
ち
が
い
て
楽
し
い
反
面
、
私
か
妻

の
ど
ち
ら
か
が
５
人
の
子
ど
も
の
面
倒
を

見
る
た
め
、
搾
乳
等
の
牛
舎
作
業
を
１

人
で
行
う
こ
と
が
大
変
で
す
ね
」と
信
也

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

経
営
の
拡
大
と
子
ど
も
た
ち
の

成
長

　
「
営
農
当
初
は
、
牛
舎
に
入
る
最
大
頭

数
で
あ
る
62
頭
ま
で
頭
数
を
増
や
す
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は

目
標
頭
数
を
大
き
く
超
え
る
1
1
4
頭

に
ま
で
頭
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、
初
産
の
牛
が
多
く
、
個
々

の
乳
量
が
少
な
い
た
め
、今
後
は
乳
量
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
れ
で
も
一
番

の
楽
し
み
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
で
す
け

ど
ね
」と
信
也
さ
ん
は

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

根室市

さん
中冨 信也
なか しん やとみ

子
ど
も
た
ち
と
の
時
間
を
大
切
に

み  

づ
き

ゆ   

き   

と

そ
ら

ほ
　
の     

か

の
　
の
　
か

と
　
あ
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　幌延町にあるトナカイ観光牧場。もともとは、寒冷地
帯の家畜で人に懐かない習性ですが、牧場で育ったトナ
カイは人懐っこく、独特の形状をした蹄からカチカチと
音を鳴らしながら訪れた人たちを迎えてくれます。
　つぶらな瞳やたくましいツノを間近で見ながらのエ
サやりや、冬期間にはトナカイが引くソリ体験などが楽
しめます。
　牧場内に併設されている「レストランポロ」では、町
内の「安全生産農園」で飼育された合鴨を使った特製
スープが自慢の「合鴨白湯ラーメン」「合鴨せいろ」な
ど、さまざまなメニューを堪能できます。

道北にお立ち寄りの際は、
ぜひ訪れてみてはいかがで
しょうか。

　昭和62年の開店から今年で37年を迎える「農家レス
トラン牧舎」。中標津空港から程近くの牧草地に囲まれ
た静かな場所にあるこのお店では、もっちりして食べ応
えがあると評判の天然酵母のパンをはじめ、牛乳豆腐の
カツがのった「カッテージカレー」や開店当初から続く
「牧舎カレー」が名物料理です。隣接する「パンスタンド」
（無人店舗）では、火・土・日曜の10時から焼き立ての
パンも販売しています。
　また、敷地内を流れる小川を挟んだ向かいには、昭和
47年から始まった「むそう村」と呼ばれるキャンプ場が
あり、場内には直火の焚火スペースや林の中を走るマウ

ンテンバイクパークな
ど純粋にキャンプを楽
しめる、オートキャン
プ場にはない魅力あ
ふれるキャンプサイト
です。
　営業期間は４月下旬
から12月下旬と季節限
定ですが、春の訪れを
楽しみにぜひ一度足を
運んでみてください。

オレイン酸がたっぷりな「健酵豚」農家レストラン牧舎

　新ひだか町で養豚を営む「グレイズスワインいのけ」
の猪野毛優作さんが育てる「健酵豚」は、酵素エキス（大
高酵素株式会社）を飲んで育った豚です。約50種類の
植物から抽出した発酵酵素液を与えることで、腸内環境
が改善し健康に育ち、豚肉のおいしさの指標とされるオ
レイン酸値が一般的な豚よりも豊富に含まれています。
　「健酵豚」はグレイズスワインいのけのホームページ、
ECサイト「ポケットマルシェ」などのネット通販で購入で
きるほか、新ひだか町のふるさと納税返礼品にも選ばれ
ています。町内の飲食店「くまのフライパン」「ヒデキッ
チン」「黒毛和牛のドン」などで味わうこともできます。

新ひだか町

幌延町

遠軽町

芽室町

中標津町

NOSAI 北海道

　芽室町のメムロピーナッツ（代表 藤井信二さん）は
「芽室町を落花生の新たな生産地」とするべく、平成29
年に本格始動しました。
　活動8年目を迎え、現在は11戸の生産者（芽室町落花
生生産組合）で構成されています。「レトルトゆで落花
生」や「メムロピーナッツバター」などさまざまな商品を
展開しているほか、町内の飲食店ではメムロピーナッツ
をふんだんに使用した料理やスイーツが食べられます。
　節分の時期には、こだわりの煎り落花生が全道の
スーパーなどで販売される予定です。次回の節分はメ
ムロピーナッツで豆まきをして、ぜひそのおいしさを実

感してください。
　各種イベント出演やYouTube
（メムピーチャンネル）も積極的に活動していますので、
公式サイトより応援をお願いします。

収穫体験型レストラン「TORETATTE」

https://gs-inoke.jp/HP

宗谷管内幌延町のトナカイ観光牧場
www.tonakai-farm.comHP

芽室町の落花生食べてみて！
「メムロピーナッツ」

https://memuro-peanuts.comHP

けん こう とん

い の け ゆうさく

商品写真提供：メムロピーナッツ

ふじ い しん じ

https://www.ezurafarm.com/toretatteHP

ト レ タ ッ テ

　遠軽町白滝で農業と農家民宿を営む「えづらファーム」は、採
れたての自家産野菜や地元産食材を使った料理を提供するレ
ストラン「TORETATTE」を令和4年8月にオープンしました。
　遠軽町で開催するジャガイモ料理のコンテスト「じゃがリン
ピック」入賞料理の「じゃがいもピザ」や「鹿肉のハンバーグ」が
人気メニューで、おしゃれな内観と大きな窓から見える四季
折々の絶景を眺めながらの食事は訪れる人を魅了します。
　現在は１日１組限定の農家民宿利用者や、貸し切り（6名以
上）を基本としていますが、不定期に一般開放をしていますの
で、開放日についてはInstagram「toretatte」をご確認くだ
さい。
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正解者の中から抽選で「おこっぺ有機ヨーグ
ルト・のむヨーグルト・醗酵バターケーキ」の
セットを30名の方にプレゼントします！

kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和6年2月29日（木）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそのご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話番号・右記クイズの答
えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

NOSAIクイズ

応募
方法

応募
〆切り

プレゼントを当てよう！

今
号
の
表
紙

今回の
プレゼント

応募フォーム

前号の
答え 自 炊 暗 闇A1 A2 結 晶A3

NOSAIクイズ

「おこっぺ有機ヨーグルト・のむヨーグルト・醗酵バターケーキ」のセット
　興部町の大地の恵みを浴びてのびのび育った牛から絞った新鮮な牛乳を、牧場
内に併設した自社工場へ運び込み、手間を惜しまず丁寧に加工・製造された「おこっ
ぺ有機ヨーグルト」「おこっぺ有機のむヨーグルト」と「おこっぺ醗酵バターケーキ」を
お届けします。
　化学的に合成された肥料や農薬を使用せずに育てられた有機牧草を食べ、広々
とした放牧地で十分な運動と日光浴をした牛から搾った牛乳と、小規模経営による
徹底した管理の下で作り上げられたこだわりの逸品をご賞味ください。

　
今
号
の
表
紙
は
、湧
別
町
錦
町
で
乳
牛
約
70
頭
を
飼
養
す
る

永
野
雄
大
さ
ん（
34
）で
す
。

　
大
阪
府
出
身
の
雄
大
さ
ん
は
、北
海
道
で
就
農
先
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、行
政
の
支
援
が
手
厚
い
こ
と
や
離
農
跡
地
を
使
っ
て

確
実
に
就
農
で
き
る
こ
と
が
決
め
手
に
な
り
、湧
別
町
で
令
和
5

年
4
月
に
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　
大
学
か
ら
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
雄
大
さ
ん
は
、妻
の
里
桜
さ

ん（
29
）と
共
に
キ
ャ
ン
プ
を
趣
味
に
し
て
い
ま
す
。「
就
農
前
は
家

族
と
頻
繁
に
キ
ャ
ン
プ
へ
行
き
、道
の
駅
も
す
べ
て
制
覇
し
ま
し

た
。今
は
あ
ま
り
時
間
が
取
れ
な
い
た
め
、キ
ャ
ン
プ
に
行
け
る
時

間
が
欲
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　「
就
農
初
年
度
か
ら
暑
熱
対
策
が
大
変
で
、夏
場
以
降
の
乳
量

が
か
な
り
落
ち
ま

し
た
。来
年
度
に
向

け
て
の
課
題
が
た
く

さ
ん
見
つ
か
っ
た
年

に
な
り
ま
し
た
」と

語
る
雄
大
さ
ん
は

「
引
き
継
い
だ
牛
を

大
事
に
し
て
、自
分

な
り
に
長
く
飼
養

で
き
る
牛
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

自然豊かな湧別町で牛ものびのびと成長

ゆ
う
だ
い

り   

さ

な
が 

の

次の　 に漢字を入れて2字熟語を
完成させよう！ ３つの漢字を合わせると・・・？
漢字は矢印の方向に読んでください。

A1

期

明 陰

没

答え：

A2 A3

見

絵 人

番

A1

作

剥 図

本

A3

A2

クイズに
答えて

メールアドレスが変わりました
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ＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせ

12月１3日 第５回家畜専門委員会（札幌）
第５回安全運転管理委員会（札幌）　
第６回総務専門委員会（札幌）　　　　　
第６回農作専門委員会（札幌）

12月１4日 第6回理事会（札幌） 

組合の動き 11月～12月 組合で開催された主な会議等を掲載します。

　日頃より、NOSAI北海道の事業運営にご協力いただ
き、誠にありがとうございます。
　誠に勝手ながら、12月30日（土）～1月4日（木）の期
間を年末年始休業とさせていただきます。
　なお、年末年始休業中の園芸施設共済の事故対応
は、お近くの支所にお問い合わせください。また、診療・
人工授精の体制は支所・診療所よりお知らせします。

年末年始休業のご案内

30日
（土）

31日
（日）

1日
（月）

2日
（火）

3日
（水）

4日
（木）

通
常
勤
務

定
例
休
日

5日
（金）

6日
（土）

通
常
勤
務

29日
（金）

令和5年１２月 令和6年１月

年末年始休業

　天候や道路の状況によって、往診時に到着するまで時
間を要することが予想されます。場合によっては止むを
得ず往診等の中止または延期をすることがあります。
　職員の安全を守るため、ご理解とご協力をお願いしま
す。

家畜部からのお願い

●令和5年度 往診時等の事故（ケガ等）件数

令和5年10月31日現在

※牛・馬を起因と
　する件数です。

冬季の往診・人工授精は 診療・人工授精時の立ち会い・家畜の保定等に
ご協力ください

　診療・人工授精時に畜主の立ち会いがない状況で、
獣医師・人工授精師がケガをする事例が発生しています。
　突発的な事故を起こさないためにも、往診時等は畜
主の皆さまには立ち会い・家畜の保定にご協力ください。

みなみ

道　央

十　勝

ひがし

オホーツク

件 数統括センター

4

5

6

11

3

ご協力
お願いします！
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江別市の森農場で農
作業全般と販売を担
当。野菜ソムリエの
資格を生かし、食育
活動にも力を入れて
います。

現在はホームページ『森のみのり』でネット販
売を展開中。Facebook、Instagram、X（旧
Twitter）で農場の様子を日々発信しています。

野菜ソムリエ   
森 雅美さん

レシピ考案

ポイン
ト

寒天も裏ごしも不要！芋ようかん

1 2

3
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広報紙

鍋に２とてんさい糖、塩を加え、弱火で
ねっとりするまでよく練る。さつまいも
がパサついてまとまらない場合は少し
ずつ水を加えると練りやすい。

さつまいもは皮をむいて1cm幅に切
り、ほんの少し酢を加えた水にさらして
あく抜きをする。

4 型に入れて粗熱が取れたらラップをし
て冷蔵庫で1時間以上冷やす。型から出
して食べやすい大きさに切って完成。

耐熱皿に水気を切ったさつまいもを入
れ、ラップをして電子レンジ500ｗで8
分ほど加熱。そのあと、マッシャーや
フォークなどで滑らかになるまで潰す。

日本では薩摩地方から広まったので“さつまい
も”と呼ばれるようになりました。便秘の改善に
役立つ食物繊維、むくみの解消に役立つカリウ
ム、疲労回復に役立つビタミンB群などの栄養
素が豊富に含まれています。さらに、ヤラピン
という免疫力を高める成分も含まれています。
皮の色が鮮やかでつやがあり、切り口にみつ
が出ているものを選ぶのがおすすめ。

さつまいも
今回の食材は

水にさらすときは、酢を少量加えると変色を防げます。てんさい糖以外の砂糖を使
用する場合も分量は同じでOK。型に入れる前に粗熱を取りすぎないように注意。
型に入れた後は、空気を抜くためにヘラなどで上から押すのがポイント。

作り方材料（4人分）

・さつまいも・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・てんさい糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

300g
80g
少々

少 （々あく抜き用）




